
テレビや新聞で報道されましたのでご存知の方も多いとおもいますが、１１月１６日に知財高裁

はヤクルト容器の形状を立体商標として認め、その登録を拒否した特許庁の審決を取消す判決を下

しましたが、これは当所が代理人として特許庁へ出願し、その後島田康男弁護士のご協力をいただ

きながら手続にあたった事件です。

この判決は今後の特許庁の判断を左右する画期的なものであり、このような重要な事件を当所が

代理して成功を収め、依頼人のご要望に応えることができましたことを誇りに思っています。

ご参考までにこれの判決要旨をご紹介します。

清水・醍醐特許商標事務所

弁理士 清水 徹男

（以下「判決要旨」掲載）








